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研究成果の概要（和文）：名詞句の左端に関わる言語事象を研究対象として、生成文法理論を理論的枠組みとして、文
と名詞句の並行性を明らかにするとともに、両者の違いに対して理論的な説明を与えた。英語を中心としながらも、比
較統語論の観点からゲルマン・ロマンス諸語を広く調査し、英語名詞句の左端に関わる言語事象を浮き彫りにした。９
０年代における名詞句研究を最新の理論において見直したという意義を持つ。

研究成果の概要（英文）：This study has investigated varieties of linguistic phenomena concerning the left 
periphery of the noun phrase, in the framework of generative grammar and has proven the parallelism 
between the sentence and the noun phrase. Although the main focus of the study has been English, some 
other Germanic and Romance languages have been investigated, with the result that a wide range of 
linguistic phenomena regarding the left periphery of the noun phrase have been made clear. It also cast a 
new light on the research of the noun phrase in the recent development of generative grammar.

研究分野： 英語学
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１．研究開始当初の背景 
(1)生成文法理論研究において、名詞句と文
との並行性は、理論の初期から現在に至るま
で、最も重要なテーマの一つであるが、名詞
句と文との並行性を保証するものは何かを
特定することが必要である。各言語における
研究で、ＤＰはＣＰに相当するものであるこ
とが明らかになってきた。ＥＰＰ素性のパラ
メータ化によってゲルマン・ロマンス語間の
違いを説明する試みは、名詞句研究にとって
も重要な意味を持つものと思われる。文レヴ
ェルでは、文の左端部に関わる言語事象の研
究が活発に行われている。名詞句の左端部に
おいても文の左端部と同様に、話題化や焦点
化にかかわる機能範疇が存在するという主
張もされている。 
 
(2)このように、８０年代・９０年代におけ
る研究の蓄積とミニマリストプログラムに
おける研究成果を基盤として、近年の名詞句
研究においては、名詞句の左端部に関わる事
象に注目が集まっている。自らの研究成果を
より発展させ、名詞句の左端にかかわる言語
事象に関して、より包括的な研究を行うこと
とした。 
 
２．研究の目的 
(1)本研究の目的は、主に名詞句の左端に関
わる言語事象を研究対象として、ミニマリス
トプログラムを理論的枠組みとして、文と名
詞句の並行性を明らかにするとともに、両者
の違いに対して理論的な説明を与えること
である。具体的には、ＥＰＰ素性がゲルマン・ 
ロマンス諸語においてどのようにパラメー
タ化されているか、パラメータ化における差
異が両者間にいかなる相違を生み出してい
るか、ＤＰの左端部はどのような機能範疇か
ら構成されているのか、これらの機能範疇の
性質がゲルマン・ロマンス諸語においてどの
ように反映され、差異を生み出すのか、及び
名詞句の左端部と文の左端部の構造はどの
程度共通点があるのかを明らかにすること
が目的である。 
 
(2)これらの問いに答えを出すと同時に、名
詞句内においても話題化や焦点化が存在す
るのか、ゲルマン・ロマンス諸語において、
英語の名詞句はどのように位置づけられる
のかを明らかにすることを目指す。 
 
３．研究の方法 
(1)平成２４年度は、先行研究・データの収
集・分析、先行研究・データの分析・検討及
び研究打ち合わせを中心に研究を進めた。先
行研究の収集は、図書・雑誌の購入と国内外
の図書館での閲覧・複写を軸とした。データ
収集においては、インターネット、コーパス
を積極的に活用し、オリジナルなデータの収
集に努めた。オリジナルな成果を挙げるため
に、データの収集を精力的に行った。収集し

たデータ・先行研究を分析し、考察を加え、
詳細に検討した。研究計画を円滑に遂行する
ため、研究協力者である Ad Neeleman 教授（ロ
ンドン大学）を始め、積極的に国内外の研究
者の意見・助言を得ながら研究を進めた。 
 
(2)平成２５・２６年度においては、初年度
の作業を継続する一方、研究内容を発展・補
完した。学会での研究発表・論文発表を通じ、
研究成果を公にし、２４年度に続いて、フィ
ードバックを得ながら研究を取りまとめた。
取りまとめた研究成果は、論文として国内外
のジャーナル・学会誌等に投稿・公表した。 
 
４．研究成果 
(1) 名詞句の統語研究は生成文法理論の初
期から行われ、とりわけ 80 年代・90 年代に
集中的に研究が行われ、内部構造の解明が進
められた。その一方で、名詞句の左端部に関
しては、未だ本格的な解明がなされていない
と言える。本研究は、文の左端部に関する研
究成果を生かしつつ、この新たな領域を切り
開いたと言える。同時に、言語類型論におい
ても名詞句は研究が盛んな分野であり、豊富
な研究成果がある。 
 
(2)本研究はこれらの成果をも意欲的に取り
入れることにより、ゲルマン・ロマンス諸語
の内、なるべく多くの言語を対象として、理
論的に分析した。インターネット及びコーパ
スを使った独自のデータ収集に加え、ネイテ
ィブスピーカーへの調査も積極的に行い、デ
ータの質と研究の独創性を高めた。 
 
(3)本研究においては、対象とする言語は英
語を中心としながらも、比較統語論の観点か
らゲルマン・ロマンス諸語を広く調査し、英
語名詞句の左端に関わる言語事象を浮き彫
りにすることに成功した。ＧＢ理論における
名詞句研究は豊富な研究成果の蓄積があり、
ミニマリズム理論はこの豊富な遺産に新た
な光を当てるものであると言えるが、本研究
はミニマリズム以前の生成文法理論研究、と
りわけ 80・90 年代のＧＢ理論時代の遺産に
光を当て、ミニマリズム理論において見直す
ものとしての意義を持つ。 
 
(4)本研究が明らかにすることを目指したも
のは、主として、ＥＰＰ素性のパラメータ化
と言語間の相違における役割、ＤＰの左端部
の機能範疇の性質と言語間の差異、及び詞句
の左端部と文の左端部の共通点の３点であ
る。以下、これらの３点における研究成果に
ついて述べる。 
 
①ＥＰＰ素性のパラメータ化と言語間の相
違 に お け る 役 割 ： Alexiadou and 
Anagnostopoulou (1998)の研究を土台に、自
らのこれまでの研究成果を発展させる形で
研究を進めた。受動化など、名詞句内におけ



る移動現象を手がかりとして研究を行った。
名詞句内の受動化において、名詞化に関わる
接尾辞が受動化の認可に深く関わっている
ことを明らかにした。更に、移動先がＤ（主
要部）であるか、それともＤの指定部（句）
であるかをパラメータ化することで、名詞句
の左端部への移動において観察される言語
間の変異が導かれることを示した。具体的に
は、ロマンス諸語は前者、英語を含むゲルマ
ン諸語は後者のタイプに属することを明ら
かにした。 
 
②ＤＰの左端部の機能範疇の性質と言語間
の差異：Rizzi (1997)を出発点として、分離
ＣＰ構造を踏まえつつ、Aboh 2004 及び
Haegeman 2004 を手がかりに、ＤＰ左端部の
より精緻な構造を検討し、話題化等、文の左
端部に見られる現象が名詞句内にも存在す
る言語とそうでない言語とを区別・説明した。
この現象は英語では観察が困難である為、ア
ルバニア語、ブルガリア語及びギリシャ語等
の言語を Alexiadou, Haegeman, and Stavrou 
(2007)を出発点に調査した。その結果、これ
らの言語では話題化及び焦点化が名詞句に
おいて観察され、名詞句内の移動という観点
から説明されることが分かった。より具体的
には、Rizzi (1997)の分離ＣＰ構造により、
これらの移動の着地点が導かれることを示
した。 
 
③名詞句の左端部と文の左端部の共通点：
①・②の研究結果を基に、名詞句と文がそれ
ぞれの左端部において持つ構造におい   
て、どの程度共通性があるのかを検討した。
生成文法理論研究において、名詞句と文との
並行性は、理論の初期から現在に至るまで、
最も重要なテーマの一つである。Ｘバー理論
は名詞句と文との並行性を保証する枠組み
を提供し、その後提唱されたＤＰ分析によっ
て、名詞句と文との並行性はより明確に表現
されることになった。８０年代後半から９０
年代にかけて、ＧＢ理論及び比較統語論の隆
盛の中で、各言語における名詞句研究が非常
に盛んになり、名詞句内における様々な機能
範疇やそれらに関わる主要部移動が提案さ
れた。Ｘバー理論が廃止されたことは、名詞
句と文との並行性をアプリオリに仮定する
ことがもはや不可能であることを意味する。
このため、名詞句と文との並行性を保証する
ものは何かを特定することが必要である。本
研究はこのような問題意識の下で行われた
が、生成文法の初期以来、ＧＢ理論を経て、
今日に至るまで理論上の重要な問題であり
続けた、名詞句と文との並行性は、それぞれ
の領域での左端部において、ＥＰＰ素性及び
分離ＣＰ構造によって、理論的な説明が与え
られ、ゲルマン・ロマンス諸語における一見
複雑な現象が、極めてシンプルな形で導かれ
ることを説得的に示した。Ｘバー理論による
記述から、ミニマリズム理論における理論的

説明へと進歩し、かつ射程範囲も格段に広が
った。 
  
(5)本研究を進める過程で、本研究の研究協
力者でもある Ad Neeleman は、分離ＣＰ構造
に批判的な立場から、いくつかの論文を公刊
した（Abels K, Neeleman A. (2012), Belk, 
Z. and A. Neeleman (2015)）。本研究がこの
代案によって説明されるかどうかは、今後の
検証を待たなければならない。 
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